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、T

應

、

歷

史

哲

學

の
^
源

と

發

展

と

を

概

觀

す

る

必

要

が

あ

ら

ぅ

。

T
ン
リ
ィ
•セ' H

,-, .

科
學
ミ
膝
也
#
學J
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i
c
i
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t

.

.

づ
”歷
臾J
が

：
1®I
の
-ぅ
和
學
と
し
て
考
へ
ら
；れ
る
に
至
つ
：た
の
：

t
i
®

め

て

最

近

.：の

I

こ
と
.lt
®

t
2>
-*
o
一
第
十
A
世
^
以
前
に
泠
ナ
る 

i

f
 

,
y
i
^
r
0
o
o
 ̂

I
蒼

I
?
:

(

本
書
の
出
版
年
號H

就
い
七
は
卜
：ol

s
.

 

D
i
s
c
i

 sux 

I
f 

t
o
F

 ullerselle 
一

de 
B
o
s
l
t
,
:

f
 c 

I
f
c
f 

1
0

繁

：

des.

象
迄i

c
i
: et 

l
e 

de 

Bossuet,.1 

s
s
, 

preface,

參
頃)

等
を
除
け
ば
，
之
を
要
す
I

、
單
な
る
年
代
1

、
道
篇
製
若
く
は
神
學
的
敎
文
か
に
過
I

か
，つ
た
。：.

「

蕾

」

'■の
.「

科
學」 

性
を
確
認
し
得
.る
の
は
解
十
八
世
紀
以
後
せ
あ
り
’、
.而
し

て

，：：「

科

學」•

的
.，.

「

歷
史」

鲕
立
：の
た
：め
め
最
も
顯
著
|

努
カ
は
、
先
づ
、

:

モ
ン
I

t
が
に
依
I

.試
み
ら
れ
た
■
 

t

o
 彼
が
有
名
l

:

i

:の
精
神」■

e
b
e
s
p
r
i
f

 s 

I
 etc., 

i

.

)

を
書 

い
た
時
、
：彼
め
意
圖
は
本
書
を
し
て
' 一
，Q
科
學
的
力
作
た
ら
し
む
.る
に
在
つ
た
？
.彼
.は
，'

「

歴
史」

.の
役
割
を
以
て
-
事
實
を
聚
集
し
、 

之
.を
分
類
じ
、
典
0:
相
互
關
係
ぞ
明
確
改
ら
1>
-
む
.る
.に
柱
り
と
考
へ
.た
9
:
_な
る
事
實
：.の
敘
述
ぼ
_彼
の
滿
足
し
得
る
所
で
ば
な
々
^̂ 

く
て
、
' 彼
は
；
法
の
精
神
し：

の
1

を

樹

て

十

年

の

後

f
 I:

七
三
四
年
に
、「

法
の
精
神」

の
一
部
分
と
看

ら

る
べ
き
も
の 

で
あ
ら
ぅ
が
、
然
も
獨
立
の
著
述
た
る
資
格
に
缺
く
'る
所
な
：き

「

羅
馬
興
亡
論」

(
c
o
l
i
i
o
n

 sur les causes de la grandeur 

des 

R

o

l
 

l

 

I
 

I

I

 

l

i

t

梓
し
、
典
の
，.中
で
、
羅
馬
人
の
：異
常
I

成
功
及
び
其
の
戀
の
原
因
を
探 

求
し
、
人
類
社
會
に
於
け
る
萬
事
は
因
祺
律
に
依
つ
て
決
定
せ
ら
れ
る
、
而
し
て
.最
作
用
す
る
の
は
特
殊
的

原

因

で
は
な
く「

等
の 

道
德
的
た
る
と
、
自
然
的
た
る
I

間

ば

ず

、

.
普

遍

的

原

因

」

1

1

、: 「
1

切

崖

變

は

是

S

原
因
に
從
ふ
も
の
：で
あ
る
、」 

(Ibid., 

loo
sQV
r
c
h
a
p
.
, 

XVIII, 

P

*.
こ3

.
)

即
ち
如
何
な
る
歴
史
的
^
實
と
雖
も
決
し
て
偶
然
の
所
產
に
非
ざ
る
所
以
を
論

證

せ

ん

と
努
め
た
の
で
あ
る
。
然
も
、
堤

、
彼
が
其
の
_

「

法
■

神
し
ぐ
に
於
い
そ
、
神
擧
的
乃
至
：形
而
上
擧
的
觀
念
.か
ら
脱
し
て
.法
の 

精
神
$:
說
明
;1
.ノ
法
が
決
し
て
絕
對
的
性
質
を
有
し
得
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
氣
候
*
習
慣
、
信
仰
及
び
政
冶
如
度
と
^r

接

r
i係
を

f

る
こ
I

證

呢

せ

ん

て
f

こ
と
，
f

:
 .
lの
先
人
觀
念
か
ら
出

扱

ひ

か

ら

始

め

ん

と

し

て

居

る

こ

と

，

ー

此

の

點

に

於

い

：
て

<
彼

_

度

は

11
1
に

近

世

歷

史

學

：

の

方

法

に

從

へ

る

も

の

と

霞

得

る

の

で

.あ
る
。
'
.ぐ
. 

-

f 

で 

.

■ 

■ 

. 

. 

.

. 

.

モ
ン
テ
.ス
キ
f
v
.に
比
す
れ
ば
、
ヴ
ォ
ル
テ
干
ル
は
利 

舊
制
度(

ァ
ン
シ 

ャ
ン
*
レ
デ
ゥ
ム >:.

の
批
評
家
と
し
て
大
衆
に
呼
び
褂
く
る
ガ
强
さ
：に
：基
：づ
.て
ば
■
底
：モ
ろ 

「

余 

は
國
家
な
り
い
と
：云
つ
た
路
易
屮
四
世
を
舊
^

の̂
.代
表
者
と
す
れ
ぼ
、
ヴ
ォ
ル
デ
：エ
.ル
_
芷
：
ぬ

之

が

破

壌

運

動

.
の

有

カ

な

る

代

表

漭 

と
云
ひ
得
や
ぅ(Robert 

F
u'a
, La

 PHlosopllie de:r.H 
痒 oire en 

8
1
-
00
2
*.
.
.
參
 

u
o 然

も
、
モ 
ノ
テ

ス
キ
チ
ゥ
.が
、
.旣
述
め
■如
ぐ
、
“歷
史
現
象
に
於
：け
る
懸
法
則
を
力
說
し

、「

又
管
衰
ふ
特
敗
'の
歷
史
現
象
の
相
對
性
を
議
す
る
に 

忙

く
し
て
一
が
史
的
乃
至
發
展
史
的
硏
究
に
.於
い

て

足

ら

；ざ

：
る

«
が
あ
..る
所
を
ば
、
ょ
く
ヴ
ォ
ル
テ

エ
ル
が
充
し
て
居
る
點
は
充
分 

注
I

値
す
る
。
即
ち
典
の
.名
著「

國
民
風
賢
及
'び
精
神
論」

(Essaf"sur les M§
rs et TEsprit des Nations, 

1756.)

&
る

實

證

fi
*
方

法

を

以

て

^
か

れ

事

仲

め

說

明

を

人

.々
.の
輿

l
l^ i
び

感

情

に

求

め

>
^

^ ;
縛

£
思
志
に

^ '
め

ざ

る

點

に

於

い

て

、

モ 

Z
テ
ス
キ

k
.
ゥ

と

収

を

一

に

す

る

の

で

あ

る

が

、
其

の

自

的

が

シ

ャ

ア

レ

マ

ン

か

ら

路

^
-
三

世

迄

..
の

間

に

於

け

る

國

民

風

習

の

^
達

、 

掀

會

の

德

步

*
A
心

の

麗

を

迪

：#
.

に

在
る
、
即

ぢ

*
寒

ず

る

に

’
人

心

並

に

社

會

の

歷

史

ト

書

か

ん

苯

る

に

在

る

點

、

モ

ン

テ

ス

. 

t

:
ゥ

と

頗

真

る

も

•の
套

ぬ

ね

.ば

.な

l
o
.

.

f、
.文
明

發

達

の

緣

路

ノ

文

化

の

起

滅

と

表

現

-

人

類

繋

野

蠻

蒙

眯

か

ら

文

明

開
 

ィ

に

至

ネ

る

方

法

を
^

へ
.る
た

め

に

一

般

史

を

著

述

す

.る
^
こ
そ

.•ゥ

.ォ
ル
，テ

エ

ル

の

意

圖

す

る

肌

で

あ

つ

た

。

而

し

て

此

の

事

は

^

の

「

歷
史
贺
f

9

a
 

P
M
1
0
s
f
i
e
.
d
e

 T
H

I

 

恐 

ら
く
彼
の
：

「

歷

眷

學j

を
以
て
嚆
矢
と
ず
る
で
I

ぅ
が
.、
.併
し
、
，勿
論
、
彼
，の
所
謂
歷
史
贺
學
は
范
十
九
世
祀
以
於
に
霞
せ
る 

ァ
ン
リ
ィ
‘
セ-r

称
H

史
哲
ぎ 

】

四

卞
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'ァ
£
右
セ
'
:
K
_
^
v
歷
史
哲
學j 

一
 fgf

八
' 

r
f
〇
3
6^

「

'M*
史
敕
學
.
€
睐̂
：で
^

^
い
«:
其
扣
ば
飲
舉
的
.に
1^
;
敗
$:
/
:觀
察
< 
る
じ

ど

で

あ
わ
、
捭
學
的
と
は
第
十
八
佌»
の
啓
蒙
的
、
自
由
思
想
家

リ
あ
.る
0
5然
を

；.此
：の
合
'理
由
義
：を
以
て
-
*
^

?

峙
代
がら

：：

1
"管

的

：乃

裏

發

展

史

时

論

究

ゼ

試

鉍

ゲ

ど

<!
:
-
:
垆

厳

が:̂
の
1:
'
あ

各

。
.:
:

.

一

‘

•;
此

办

ダ

ナ

ル

^

者

ル

が

I

の
：
風

想

、
.人
心
迆
步
.の
.觀
念
は
、
總
て
、

コ
シ
ド
ル
セ

K,

が
共
.の

「

人
間
精
神
が
進
歩
しc

u
e

 

d
d̂
n
.
 T

ableau 

H

K-torique 
des 

Frogrssvde T.ESPrit 

n
i
a

 in,’： 179.3.)

の
^:
に
冷
.い
て
ー
人
11
<'
;

明̂
せ
る
沂
で
.あ

り

、^.
.
.
し

.ゝ

て
彼
が
歐
洲
文
明
發
達
：の
：跡
お
分0,
セ
九
期
と
¥
^
1
:
.
期
に
於
い
て
残
人
類
は
狩
.
及
び*

^
に
依
# :
-
ぜ
る
少
人
» ,
の
)1
|
1
:
#
を
：な 

し
，
武
齔
及
び
若
书
：の
：家
具.ぢ
作
製
し
、
佳
居
$:
:建
：て
乾
く
は
堀
る
粗
雜
な
方
法
し
加
知6-
な
.い
：
が

、#:
し

旣

に

彼

等

办

必

要

を

相

通
 

ず
る
た
め
に
言
語
を
有
じ
、
或
る
程
度
の
公
權
と
家
族
酸
係
の
#
せ
が
It
:
#'
を

な

しrCondorcet

へ
o-
p
v
c
i
t
;
. 

T
o
m
e
1,.1

9
0
6
,

へ

p. 

,20-)、

第t

一
期
は
遊
衝
時
代
で
あ
，
.つ
で
，.
故
有
.妝
塵
が
行
は
れ
~、
ハ
之
と
联
に
貧
實
の
懸
隔
と
奴
識
と
が
起
り
、
人
口
も
增
加
し
、
智
き 

を
養

ひ
*
觀
單
な
る
技
術
を
發
明
じ
、
初
歩
の
科
學
的
赋
理
わ
修
得
ヤ
る
餘
裕
ゼ
有
.せ

る

時
代
で
あ
& 

. P
.  

3
7
-〕
、

，
第
二
一
期
は 

离
業
時
代
で
あ
づ
て
、
宵
と
閑
岐
と
は
愈̂
增
大
じ
そ
交
逋
は
發
鐵
し
て
ぃ
進
步
の
敗
は
加
は
も
.
文
字
办
發
見
.と
井
に
茲
に
文
書
に 

依
る
替
時
代
が
始
ま
る
の
で
あ
り

(Ibid.y 

p--
:
p
.

‘？
67

ハ) 

> 
第
四
及
び
第
五
期
は
希
臘
及
び
羅
馬
時
代
で
あ
い

(Ibid., 

p. 

67- 

et 

.
p',
'
-
>
^
、
：
第

六

及

び

第

七

期

は

和

世

刖

で

あ

つ

て

'
-其
の
牝
V
;第
六
期
は
十
字
冪
に
、
第
セ
期
^
印
刷
術
の
發
明
に
終
り
パ
g

f
 

P
V
117- 

et 

P
,1
3
3
-)、

第
八
期
は
印
刷
術
の
發
明
か
ら
デ
カ
ル
ト
に
依
る
贽
學
的
思
索
の
發
見
に
至
り

(
I
b
i
f

 p
,1
4
6
0
、

而
し 

て
第
九
期
は
、
デ
カ
ル
ト
か
ら
大
革
命
に
至
る
，も
の
と
做
し
て
居
.る
こ
と
は

(Ibid., 

p
,
loo
.
o
-
e
t
-

Ibid.〉
T
o
m
e
、
1.1/p. 

p. 

3-57.) 

韻

令

此

分

法

が

德

切

，で
な
：
$
に
し
て
.も
、
’
此
會
* ;
達
^-
:
嘗
段
时
に
.觀
た
點
に
於
ぃ
て
、

顧.る
阍
値
あ
る
も
.の
：と
^
は
ね
：ば
-

%ら

ぬ
。
社
會
發
達
の
區
分
はH
に
匦
史
都
學
の
硏
究
對
，象
た
名
ベ.き

と

こ

ろ

，
で

ぁ

"る4

ら
で
ぁ
る
a 

.
而

：
し

V
.

ザ
ン
ト
が
其
0「

實
.證
哲
學」 

(

'Oours. de 

Philosophie 

Positive, 

6 

€

-r
J
oo
3

£
oo
4

2

,
y(o
-
ホ
に
說
け
る
歷
史
哲
學
殊
に
彼
の
有
名
な
る一一.屣
段

說(

第 

一
、
#

學
的——

想
«
の
階
段——

軍
國
的
好
戰
的
階
段
、'第
一一、

形
而
ト
•學
的——

抽
象
1の
階
段
I

社
會
滿
命
時
代
、
第111、

實
證
的
I

實
在
の
階
段
I

麂
業
的
平
和
的
階
段(Comte, 

o
p
. 

c
i
r

 

T
o
m
e

 

4 

et 

5
.

)

o)

は
又
實
に
其
の
多
く
を
コ
ン
ド
ル
セ
エ
の
所
說
に

.

.

.

.

.

.

.

. 

• 

.

負
へ
る
も
の
-で
あ
る
。
 

.

广

.

右
の
如
く
、
第
十
八
佌
紀
の
佛
蘭
西̂
學
者
は
全
く
形
而
卜
學
を
避
け
ノ
常
忙
彼
等
の
普
遍
的
結
論
を
第
寘
に
立
脚
せ
し
め
、
而
し

て
フ
リ
ン
ト
.が
鮮
に
指
摘
サ
る
が
如
く
、
.彼
等
の
铒
學
を
以
て
政
治
ょ
り
も
茁
要
な
ゎ
と
し
、
，政
治
は
赞
學
に
依
つ
て
方
向
づ
け
ら
れ

.

.

. 

■ 

•. 

. \ 

• 

* 

. 

f 

.+ 

•
+
,
. 

: 

« 

. 

、. 

. 

. 

' 

• 

• 

. 

{
• 

,• 

•

. 

• 

* 

•• 

-

る
冬
の
と
解
し
た(Robert 

Flint, 

L
a

 

 ̂

m

M

^

V
 

p* 

S
7
,參
照〕

。

即
ち
、

事
實
に
立
脚
せ

.

.

.

.

.

.

.

.
-
• 

- 

-
*

.

.

.

.

.

. 

• 

- 

*. 

.

.

、.

，
 

.

.

.

.

.

る
対
學
に
依
つ
て.''
'
'革

命

，
で

社

な

い

に

せ

ょ

、
，
少

く

共

深

1

る

改

革

を

誘

致

し

得

，
る

と

做

す

の

：
：
が

彼

等

€
粮
本
的
熊
度
で
ぁ
つ
た
の-

で
あ
る 

o 
' 

. 

 ̂

M 

: 

^
r if •
' 

V
: 

-

:

.へ
之
に
對
し.、
.

m
m

の
双
⑽
罾
は
、

彼
等
の
，祖

國

が.-
國
-<
?
:し
て
伟
す
，る
容
と
な
ぷ
多
數
'め
相
異
机
る
國
家
に
分
割
せ 

ら

れ

セ

居

づ

：
た

：：
こ

名

：
の

た

め

.に

、

少

く

共

，
一

八

|
五
年
頃
迄
は
何
遵
政
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史
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漏
史
運
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立
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得
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力
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し
て
居
る
、
晋
々
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眞
理
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逯
る
の
サ
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&
く

、
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眞

理
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獨

启
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カ

に

依0
.て
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ら

を

：遨
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あ
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昇
ふ
め
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激
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あ
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又
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ク
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史
概
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代
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論
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し

一

て

へ
エ
ゲ
ル
を
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'實
證
的
概
念
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し

て
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ン
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し
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批
判
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繁
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史
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史
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史
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概
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。
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史

：研

究
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藥.な
れ

るo
-加
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、
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歷

臾

硏

寫

に

在

つ

.：て

は

直 

接
的
觀
察
、は
爲
^
得
啟
^
ザ
過
％
,の
，事
實
呔
垒
0
_接
控
>
、即
ち
資
料
に
病
つ
：で
缔
ル
得
芩

概
し
て
是
等
0
祺
實
め：

履
|

就
ぢ
て
#

|

:不
完
全
«
る
觀
念
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ぱ
：與
^
る
に
；過
#
,ぬ
：
場

合

：
が

頗

る

参

^

否
、
資
料
の
保
#
は
多 

く
®

^
の
'繁

た

を

に

過
.ぎ
ず
、：：.從

つ

セ

之

で

原

始

時

代

ぼ

關

ホ

る

諸

事#
を
ば
.知
靡
す
各
が
如
き
こ
と
は
殆
ど
不
可
能
と
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は

ね

ば

啟

ら

ぬ

タ

：

斯

く

：
で

ー

資

料

め

：
採

求

、
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§>

解

釋

等

に

絕

：
大
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.黃

心

が.拂

：
は

：
れ

：
ね

：
ば

&
ら

ぬ

こ

全

く

著

者

ハ

#

ふ
が
如
く 

.で
あ
る
。
而
し
：：て
資
料
の
傅
ふ.る
所
は
.叉
、.
箇
々
の
事
實
.に
關
ず
る
#

_
に
過
蒙
ぬ
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然
る
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.る
”

る
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，
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あ
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:
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に
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著
.考
は
>
歷
史
的
經
過
：に
及
ぼ
す
佩
人(6
.

_
の
，輕
視
す
べ
.か
ら
ざ
る
こ
と
を
例
示
す
る0
然
ら
：ば
、
歷
史-

q

に
於
け
る
個 

.人
の
役
割
读
定
的
の
ぞ
の
で
あ
が
、
へ

麵
て®

硏

究

；
は

著

ぐ

非

&

的
な
.單
私
石
個
人
的
傳
記
の#
合
#

に
過
ぎ
.ぬ
も
の
で
れ
る 

.か
と
会
べ
ば
-'
著
#

は
，，
IW
1
時
に
，
個
べ
が
典‘の

時

代

：
の

樂

物

ゼ

ぁ

り

：

::
'
-
>#:
の

思

想

的

發

放

'が
，
彼.，
の.坐
.：
れ

且

：
っ

坐

沽

せ

る

社

^

的

瓌

境

に
依
つ
.

P

制
約
せ
ら
：れ
る
こ
-i
を
認
め
る
の
で
あ
る
0

參

彳
此
：.の
事
は
、
今
日
^
:史
家
.
0間
に

在

づ
：

で
は
”
寧
み
常
識
.で
あ
る
々
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で
常
識
は
.必
ず
1>
も
科
學
的
衝
理
を
意
味
し
な
い
。:即
ち
、
人
即
が
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會
的
環
境
の
產
物
で
あ
：る
と
同
時
に
、
其
の
社
#
的
環
境
は
又 

人

間

の

：意

辑

に
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づ

：
て
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問
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徒
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す
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#
て
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で
棵
本
的
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解
狹
衡
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.。
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懈
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^

0
と
密
接
な
る
關
係
を
ば
有
す 
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に 

呔
;̂

之
:̂
'明
確

な

ら.於

得

な
^
と

論
,
す

を

の

'
で̂
を

？
'
パ
:.
.
'ぃ
：/'
:'
:
.
:
ぺ

ソ

，

：；.

：：
、
.：
.：：
.
,
” 

:

::
' 

■
.(

併
し
乍
ら
、
、一：國
のP

經
濟
盼
發
^

^

確
ビ
，理
解̂

る
た
办m
v.
共
の
對
內
的
及
：び.對
外
的
郎
か
峑
體
的
觀
察
を
必
要
：と
す
る 

こ
と
比
自
明.
の
‘班
で
あ
が
.0
;
尚
&
比
酸
％
靈

0;
粑
秘
原
卧
I
何
が
求
め
る
か
ぬ
趣
る>
i l
c
J l
の
如
く
、：
著
者
ば
：、
此
の
點
に
就
い
て
、 

缽
外
關_

を
頗
^
€
く
評
價
す
る‘が
.:
'
'澈
が
ぱ
、)

鄭
抝
は
何
故
に
街f;
が
が
彳
文
其
れ
_

一

 
國
の
S
®

に
對
し
如
何
な
る
程
度
の
影
響 

を
及
ぼ
し
得
る
も
の
セ
お
る
，鉍0:
著
者.
に
倣
0 :
で
ふ
并
が
地_

的
諸
發
« ..
と
&
^

^

^
義
と.
の
關
係
を
採
；つ
て
觀
る
な
レ
ば
、
抑
 々

新
大
^

^
は
何
故
行
は
れ
た
か
、
又
其
れ
ビ
依
づ
て
故
め
そ
西

i

諸
國
に
資
本
屯
義
の
發
見
た
の
で

.
あ
各
か
否
如
、
是
等
の
點 

が
明
6
か
に.
せ
ら
れ
ね
ば
な
る̂

い
。
' 所
で.
、
、..晋
々
ば.
、
新
大
險
發
見
の
行
は
れ
た
挪
以
を
、
金
然
、
欺
に
新
奇
，と
變
化
と
を
求
む
る 

胃
險
的
精_

fc
'
粑
め
得
る
が
，.
又
發
見
に
依‘つ
右
始
め
で
师
歐_

«

に
資
#
主
義
が
發
肜
じ
た
と
_

し.
得
|

か
。.
撕
か
る
重
大
な
.る 

經
濟
的
結
翁
を
：ば
惟
り
薪
大

i

發
見
の
が
に.
、(

而
し
て
之
抓
發
風
を
ば
單
な
が
胃
險4
ビ
歸
す
左
事
は.
，-
其
<0
:
立
說
た
る
や
餘
け
亡
も 

胃
險
的
で
は
な
か
ら
ぅ
かo

吾
ル
ば
斯
か.
る
皮
相
的
俗
說5:
淸
第
ぜ
ね
ぬ
抝
ぎ
ぬ0
成
程
、
^
0:
_
理
上
の
諸
發
見
と
共
に
起
つ
て
商 

A -
資
本
の
參
達
卜
急
速
に
修
進
せ
じ
ぎ
わ
商
業
上
办
諸
龙
革
龠
が

-
意
ハ
七
世
紀
に
-
い
て
ふ
遨
的
生
產
方
法
か
ら
資
本
制
生
產
ガ
法 

:

へ
の
推
轉
を
促
す.
ニ
み
主
要
乾
要*
た
り
6

2:
:
ど
比
，.
做
#

の
凝
1̂

ぞ
容
れ
な
5

0
# -
取
市
場
め
突
如
た
る
擴
大
、̂
通
諸
商
品
：
倍 

ナ
シ
，y<
•
ゼ
干「

私
犀V

歷
发
哲
學
ム 

“
五
"七

C
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h四
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ァ
ン
：孓
.

一

「

科
學
廷
歷
.史

修

齋

ー| :
へ

ヽ1
0-
'

四
6 

如
的
墦
太
、:5
1
1細
^
の
諸
生
嚴
物
並$
ぬ_

米
利
加
の.
* '
:
源
5:
';:歡

也

ん

：と
す
る
歐
廳.げ
諸
國
民
間
0 :
競
乘
熱
、
：植
拔̂

^
等
_
_
誠 

に

是

等

の

も

の

は

坐

產̂

走
私
妳
伟
度̂

破
碎
^ .
^
^
に
来
質
的
‘の
貢
獻
を
な
じ
た”
だ
が
、
近
歡
的
坐
虛
方
法
は
ノ
^
の
第
一 

の
期
措
た
る.
マ
一”
へ
フ
r
ク
チ
へ
ー
了_

作
に
於
^ .て

：々
：：

中
世
&:
の
間
に#

の'紙
件
が
旣
に
造t
出
さ
れ
て
あ
つ
^
處
に
の
み
發
達
し 

た

の

で

あ

を

地

理

的

斷

發

見

伙

如

き

を̂ 
^
 

« -
私
制
坐
產
方
法0 .
內
>:
^
必
然
勺
砍

求

! 0
靈

に

翁

ら

ぬ

？
即
ち
、
西
&

麗

が

如

何

に

、
胃

歡
.
齡

的

行

爲

凝

抒̂ ̂

.

以

て

、

舊

生

產

方

法

の

：ー

曾

と

瞥

本

制

也

產

方

法

の

：隆

興

と

：
の
上

_

-
の
：_
倒

的

な

影

響1
及

ぼ

し..た
と

し

て

：
も

、
，
彼

等

は

生

產

り

.
の 

發
展
に
依
る
世
^:
'
市
場
の
.獷
大
と
云
ん
必
级
妳
嫩
あ
0
表
ひ
引
ぐ
鉱
‘に
：踊

ら

さ

れ

た

、
ぐ
所
設

.ゆ
、
填
な
る
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
に
過
ぎ
な
か 

つ
.た
の
で
あ
る
。
新
奇
と
變
化
と
を
求
む
_

險
心
盆
き
は

>(

地
理
的
諸
發
見
1
促
す
.一:
:
.
つ
の
勢
管
：は
あ
；茗

^

其
？ 

質的原因では斷じでなし生産力の發展ほで
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
：誠
に
，
社
會
發
&

_

&動
&
は
生
產
九
：0
發
展
に
求
め
翁
べ
き
：で

を

、

一：切
の
歷
史
的
變
S

程
は
生 

產
ブ
の
發
展
と
之
を
蔽
ふ
坐
產
亂
係
と
.0-
'
.承
盾
.
•
*爽
：か

ら

把

握
也
ら
る
ベ
き
で
あ
を
。
斯
ぐ
解
す
る
時
-|

切
の
歷
史
勺
：笛
^
茴
1 

は
實
に
必
然
で
あ
り
、
：偶
然
的
契
機
の(

存
立
は
許
さ
れ
な
い
？
縱
令一

見
偶
然
的
に
見
ゆ
る
、
個
人
の
行
爲
な
り
，
個
々
の
事
件
な
り 

が
、
史
的
發
展
に
m
大
影
響
を
與6

た
に
.せ
ょ
、
*其
の
.結
果
を
强
調
じ
、；'
-
.
'
恰
も
之
が
社
會
發
展
：の
究
極
原
因
た
る
が
如
く
說
く
に
亡
く 

し
て
、
其
れ
が
如
何
に
其
の
_
代

の

必

然

的

欲

求

：の

.所
產

教

り

：し

か

を

.看
過
す
.る
は
、
決
し
て
电
的
發
展
に
關
す
る
JH
確
な
る
理
解
を 

得
I

以
で
は
な
い
。
S

に
’
著
s

>

:賣
硏

究

.の
主
I

f

 

^

な
る
も
の
を
重
要
視
す
る
必
要
を
；ば
カ
說
し
.乍
ら
、
他
方
其
れ
が
偶
然
的
出
來
事
及
‘び
個
人
殊
に
偉
人
の
行
爲
に
依
っ
て
影
響
さ
れ
、 

之
が
爲
6

史
の
直
線
的
發
展
がg

害
せ
ら
れ
、，.
.其
の
'歪
曲
變
化
が
行
は
れ
、
發
展
法
則
樹
立
の
■雛
^
^

が
る
個
人
の
役
割
な
り
V
個
々
0
事
件
な
り
を
究
楹
に
於
い
て
制
紛
す
る
も
0-
が
何
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
從
つ
て
彼
等
を
必 

然

的

震

證

に

.於
い
.て
襯
る
こ
：と
な
く
、
；た

r
繼
起
す
る
歷
史
的
•諸
現
象
の
.合
理
的
說
朋
探
求
'
之
に
依
る
發
展
傾
向
の
把
握
、
之

が
爲
ウ
比
較
法
o'
必
要
を
*
々
ど
し
.て
唱
道
す
を
に
：終
始
；

3

て

居

を

の

は

、
.
_
加

請

素

ぬ

懺

ら

ぬ

感

を

ば

抱

か

し

む

る

も

の

で

は

な

か

ら

う

か

。
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V
.
'

以
上
吾
々
は「

歷
史
科
舉」

に
關
す
る
箸
者
の
見
解
を
論
述
じ
^.
.
0乾
考
に
據
れ
ば
、
..歷
史
は
フ
法
則
即
ち
諸
事
實
間
に
於
け
る
數 

學
妒
關
係
の
樹
立
不
能
に
傲
っ
.
.て
、
.自
然
科
學
ど
同I.

資

栳

运

£
る
科
學
性
?:
'
要
求
し
得
る
'̂
'
の
'で
は
^.
'
:い
攸
、
然
も
諸
歌
實
及
び 

其
の
.變
化
推
轉
か
.合
现
的
_
明
追
求
に
依
つ
て
、
'能
ぐ
称
敷
の)

名
ぬ
値
し
得
各
a
.即
か
：所
謂
H
說
明
科
學」

と
し
て
.確
乎
た
る
地
歩
を 

占
め
得
る
の
で
#
る
o
.
.
:
然
ら
ば
膨
史
は
-
箇
の
铧
8
.に
迄
導
し
得
み
如
0へ
此
0,
問
題
お
.著
者

は

^

鱔

最

後

の

第

八

章

に

於

い

て

取

扱

0
”

て
居
る
が
、
.，敍
上
？

「

歷
爽
科
學」

、
に
關
ず
が
著
者
灯
見
解
は
跋
で
必
徽
.ぬ
其

霖

歷

蓄

學J

ハ
に
_
す
る
見
解
を
ば
制
約
し
て
居

る
の
で
あ
を
0:-
ソ
翁
コ
：
：
.
'
:
'
'
1 

V
, 

L 

- 

 ̂

:

著
者
に
從
ぺ
ば
ノ
此
の「

歷
皮
称
學
：

T

の
故
^
ぬ
論
ぜ
ら
る
べ
き
パ「

歷
史
都
學
J

S
JL
L
1热
問
題
出
_
む
,
問

で

あ

り

、
：
之

が

解

決

ょ 

具
體
的
に
S

る

種

々

な

屢

合

蒙

線

霖

统■
■

■
e

期
■

先
驗
的
に
具
體
的
釁
現
象
の
上
に
.超
然
た
る 

形
而
上
學
t
樹
立
す
が
が
如
き
は
避
け
ね
ば
怒
^
ぬ
こ
と
で
あ
る
5

_く
で

：
、
：：
著

答

は

、

^
巧

リ

ィ

，
.べ
.エ，ル
が
其
0 ,「

歷
史
に
於
け
る 

綜
合 i

c
H
I

 Berr, 

La 

f
 

l

e 

en M
l
r
H
9
1
1
y

 p
、
2
5
s
-

に
於
^

を
俟
つ
て
硏
究
せ
.ね
ば
な
ら
ぬ
.胗 

>
-励
時
に
ft
動

因

の

一

働
靱
b
理
論
的
ぬ
\
柚
象
的
⑴
究
呢
ぜ
軚
ば
な
^

 ̂

M23
:
ベ
^

對
し
> 

览
に
重
故
て
此
む
抽
象
が
飽
く
迄
士
具
體
的
現
實
と
の
餘
觸
を
ぬ
先
す
ぺ
か
ら
が
石
を
眺
言
す
令
而
し
て
奢
し
仏
抽
象
的
的 

ア
ン
リ
ィ
•セ
“ r

科
學
せ
歴
史
'哲
學
‘ 
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-
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产
グ
妒
ネV

セ
.
.
^科學
：藤
史
賭
學J 

ノ 

I

六
〇

(

一
〇
五
〇)

紀
^
方
法
め
依
據
す
&
号
歷
史
赞
學
を
以
'て
ひ
*

ぐ
の
如
<̂
>)

飽
く
遨
も
具
黻
的
犯
實
確
認
3

_
礎
0
上
に
築
が
る
：べ
ぎ
を
电
張
す
る 

の
は
、，
41

體
抓
歷
史
现
象
の
合
理
的
說
明
探
求
に
歷
史
科
學
酿
立
の
根
.據
を
乳
め
,>
,
.絡ち膝
史捋繆
を此

 

'の；歷
史
_
學
の
虼
長
と 

看
る
^
-背
と
し
て
は
办
然
、’の
'歸
結
で
あ
る
と(

K

へ.や
}

^
固
ょ
り
;'
'
斯
か
る
歷
史
锦
學
に
對
し
て
、
深
奥
1
勝

ぎ
>;
% :
俗

平

形

で

あ

る
 

税
か
批
難
が
加
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
ぅ
？
著
盏
も
其
^
匕
詉
め
る
。
だ
が
-
著
I

し
て
一
石
は
じ
む
れ
ば
.、
ー
斯
<
て
ど
そ
始
‘
て
、
现
論 

〔

に
理
論
を
重
ね
て
得
る
所
な
き
徙
勞
を
避
け
、
.
•一'方
歷
史
rr
學
を
し
て
歷
史
科
學
の
椹
供
し
得
る£4、

體
的
斯
實
め
#
礎
の
上
.に
確
忠
せ 

し
：め
>,
鲁
方
史
_
勞
作
£
骄
_
的
见
靡
ル
盡
笆
#
矽
强
ぐ
澎
藤
|
>1>
め
,̂
.-
,.:從
#
屢
'々
« :
鉻
抄
分
_
.し
.で
居
っ
た
歷
史
科
學
と
齡
あ
哲 

學
矽
の
■
係
を
ば
密
接
な
本
し
め
得
る
、
即
ち
眞
に「

批
判
的
•
科
學
的
な
る」

歷
史
都
學
を
確
立
し
得
る
の
で
あ
る
？
箸
者
を
以
て 

歡
作
ば
、
、
從
來
歷
史_
學
扨
膨
此
浒
學
と
狀
分
離
せ
ら
ル
て
席
つ
た
こ
と
は
誠
に
憾
む
&

#
贫
,
い
1

_
じ
て
_

«0
'
:--
?
:
_
は

今

迄

歷

史
 

部
學
が
歷
史
家
お
⑴
も
鞔
み
评
篆
莕
に
依
つ
☆
硏

宄

せ

ら

れ

て

思

つ

た

こ

と

に

作

す

が

ゃ

著

乾

ば

重

要

且
 

づ
興
味
あ
る
課
_
あ
^
勒
做
ヤ
の
で
あ
る
？
即
ち
、
史
家
の
努
力
比
具
體
的
史
筲
の
硏
究
ち
し
セ
骄
戴
的
な
'ら
し
む
る
..ど
同
時
に
、'
歷 

扔
赞
霖
確
立
べ
0:
凡
_
る
银
ヵ
を
ば
氣
體
附
芄
實
が
4
に
基
か
以
か
、
へ
勘
く
で
歷
办
科
舉
と
歷
史
哲
學
と
吖
互
耻
に
侬
つ
て
兩
者
の
關 

係i

愈
々
密
接
な
^
し
む
：る
-こ
と
に
向
ボ
ぢ
れ
：ね
ば
私
■

と
云
ふ
の
が
著
#
の
.恶
本
的
主
酞
で
あ
る
タ
而
し
て
庇
が
科
擧
と
你
學
と 

の
近
.接
、
其
れ
は
賞
證
主
義
と
#
に
、
賞
に
コ
ン
ト
の
採
る
所
で
あ
る
。

斯
く
て
、

著
者
が
、「

锊
學
的
と
な
れ
る
科
學
と
科
學
的
と

怒
れ
る
敕
學
と
の
合1

Kcomte,. Op, 

c
i
r
r VI, 

V 

400
7
.

〕

の
^
要
を
力
說
せ
る
コ
ン
ト
の
敗
言
を
含
蓄
あ
る
言
葉
と
し
て
賞
揚

.

.

. 
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.
-
.
.
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•
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.
;.
. 

•
.
.
.

<*
.
. 

.

.

.

.

. 

- 

.. 

. 

- 

.

.
- 

. 

\ 

.

.
•
; 

... 

. 

..

U

3此
れ
合
：

1

へ
の
像
ぬ
實
證
的
硏
究
0
必
要
を
强
調
1>
て
屉
る
<0
;
は
、
:;
コ
：
ン

ド

禅

學
(7
>

紘̂
が
蕃
者
の
中
に
#
故
石
意
義
に
於
い
て
_ 

れ
る
釔
親
$
扣
共
ぱ
、：̂

者
の
場
合
ぬ
#
亦
_
は
ギ
佛
蘭
西
|
1擧
0-
傅
毓
乾
る
*-
證
畨
義
的
勝
郎
..が實
忙
*
嘣
0
支
酏
也
右
を
厳
ぜ
じ

切
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史
哲
學
の
：確
立
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を
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史
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な
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